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◆
令
和
五
年
度
仏
教
婦
人
会

第
四
回
仏
教
講
演
会
の
ご
案
内

令
和
六
年
三
月
八
日
（
金
）
十
三
時
半

ご
講
師

安
方
哲
爾
師

安
方
先
生
の
お
話
は
、
と
に
か
く
わ
か
り
易
く
そ
し
て
、

面
白
い
で
す
。

以
前
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
先
生
は
全
国
的
に
も
大

変
高
名
な
先
生
で
す
。
谷
川
先
生
も
同
様
に
高
名
な
布
教

使
先
生
で
す
。
こ
ん
な
先
生
に
、
毎
年
三
月
に
当
山
で
の

法
座
を
お
頼
み
し
て
か
ら
す
で
に
十
年
以
上
に
な
り
ま

す
。
せ
っ
か
く
の
貴
重
な
法
座
で
す
。
平
日
で
は
あ
り
ま
す

が
、
是
非
ぜ
ひ
一
人
で
も
多
く
の
方
に
こ
の
貴
重
な
ご
縁

に
お
会
い
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

蓮
如
上
人
は

「
仏
法
に
は
明
日
と
申
す
こ
と
あ
る
ま
じ
く
候
ふ
。

仏
法
の
こ
と
は
い
そ
げ
い
そ
げ
と
仰
せ
ら
れ
候
ふ
な

り
。
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

（
「
蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞
書
」
一
〇
二
段
）

老
若
男
女
問
わ
ず
、
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

令
和
六
年
元
旦
会

Ｈ
Ｐ
に
す
で
に
詳
細
を
載
せ
て
い
ま
す
の
で
そ
ち
ら
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
年
も
一
月
一
日
九
時
よ
り
令
和
六
年

元
旦
会
（
が
ん
た
ん
え
）
が
勤
ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
恒
例
の
ゲ
ス
ト
で
あ
る
伊
藤
典
芳
さ
ん
に
加

え
、
伊
藤
さ
ん
の
ご
子
息
で
あ
る
伊
藤
真
一
郎
君
も
お
迎

え
し
、
元
日
か
ら
若
々
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ピ
ア
ノ
演

奏
を
皆
様
に
お
楽
し
み
い
た

だ
き
ま
し
た
。
伊
藤
真
一
郎

君
は
現
役
の
高
校
生
で
す

が
、
母
の
勧
め
も
あ
っ
た
の
か

幼
少
か
ら
ピ
ア
ノ
と
エ
レ
ク

ト
ー
ン
を
習
い
、
こ
れ
ま
で
数

々
の
賞
を
受
賞
し
て
お
ら
れ

る
そ
う
で
す
。
昨
年
は
親
子

で
県
立
歴
史
博
物
館
の
ロ
ビ

鎌田節子様作

ー
演
奏
会
も
な
さ
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
お
二
人
に
元
日
に
演
奏
し
て
い
た
だ
き
、
年
の

初
め
に
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。伊

藤
親
子
の
演
奏

名
曲
「
ユ
ー
レ
イ
ズ
ミ
ー
ア
ッ
プﾟ

」

伊
藤
真
一
郎
く
ん

オ
シ
ャ
レ
な
曲
を
二
曲

披
露
し
て
く
れ
ま
し
た

◆
令
和
六
年
行
事
の
ご
案
内

三
月
八
日
（
木
）
十
三
時
半
～

「
令
和
五
年
仏
教
婦
人
会

第
四
回
講
演
会
」

ご
講
師

安
方
哲
爾
師

三
月
二
十
日
（
水
・
春
分
の
日
）
午
前
十
時
～

善
養
寺
墓
苑
「
春
の
彼
岸
会
」

四
月
二
十
八
日
（
日
）
二
十
九
日
（
月
・
昭
和
の
日
）

「
令
和
六
年
永
代
経
法
要
」

ご
講
師

護
山
智
孝
師

五
月
二
十
二
日
（
水
）
十
一
時
～

「
令
和
六
年
仏
教
婦
人
会
総
会

第
一
回
仏
教
講
演
会
」

ご
講
師

藤
澤
め
ぐ
み
師

音
楽
ゲ
ス
ト



七
月
十
一
日
（
木
）
十
三
時
半
～

「
令
和
六
年
仏
教
婦
人
会

第
二
回
講
演
会
」

ご
講
師

谷
川
弘
顕
師

八
月
十
三
日
（
火
）
午
後
六
時
半
～

「
善
養
寺
墓
苑
盂
蘭
盆
会
」
当
山
墓
苑

八
月
十
五
日
（
木
）
午
前
十
時
～

「
善
養
寺
盂
蘭
盆
会
」
本
堂

十
一
月
一
日
（
金
）
二
日
（
土
）

「
令
和
六
年
報
恩
講
法
要
」

ご
講
師

望
月
康
史
師

十
二
月
十
四
日
（
土
）
十
三
時
半
～

「
令
和
六
年
仏
教
婦
人
会

第
三
回
講
演
会
」

ご
講
師

谷
川
弘
顕
師

今
年
も
法
座
、
行
事
の
日
時
、
ご
講
師
等
の
予
定
は
す

で
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
皆
様
に
き
て
い
た
だ
く
の

み
で
す
。
ご
自
身
の
「
後
生
の
一
大
事
」
の
た
め
に
！

◆
令
和
五
年
納
骨
堂
年
末
一
斉
大
掃
除

十
二
月
二
十
四
日
（
日
）
恒
例
の

納
骨
堂
年
末
一
斉
大
掃
除
を
行
い

ま
し
た
。
寒
い
日
に
も
関
わ
ら
ず
。

有
縁
の
多
く
の
方
に
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
ご
自
身
の
納
骨
壇
は

も
ち
ろ
ん
、
納
骨
堂
の
内
外
を
一

生
懸
命
お
掃
除
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

前
回
の
寺
報
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
当
山
納
骨
堂
は

階
段
に
昇
降
機
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
二
階
の
納
骨

壇
も
安
心
し
て
お
参
り
が
出
来
ま
す
。

ま
だ
空
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
た
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
そ
の
他
お
知
ら
せ
等

《
後
住
か
ら
》

能
登
半
島
地
震
か
ら
一
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
被
災
さ

れ
た
方
々
の
一
日
も
早
い
復
興
を
心
か
ら
念
じ
て
お
り
ま

す
。石

川
県
や
富
山
県
は
、
浄
土
真
宗
系
の
お
寺
も
多
く
、

私
の
友
人
の
お
寺
も
断
水
が
続
い
て
る
と
い
う
話
も
聞
い

て
い
て
、
震
災
の
ニ
ュ
ー
ス
を
観
る
度
に
同
じ
お
寺
の
立
場

と
し
て
、
自
分
と
し
て
な
に
か
出
来
る
こ
と
な
い
か
と
日
々

模
索
し
て
い
ま
す
。

納骨堂２階

先
日
は
、
善
養
寺
で
も
お
寺
ヨ
ガ
の
ご
指
導
さ
れ
る
先

生
と
皆
様
か
ら
、
能
登
半
島
地
震
に
義
援
金
を
す
る
と
い

う
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
募
金
は
善
養
寺
お

寺
ヨ
ガ
グ
ル
ー
プ
と
少
な
か
ら
ず
で
は
あ
り
ま
す
が
私
と

住
職
も
合
わ
せ
て
能
登
半
島
地
震
に
募
金
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

（
後
住
慶
之
）

「
真
宗
文
化
研
究
会
三
十
周
年
記
念
発
表
会
」

日
時

令
和
七
年
二
〇
二
五
年
三
月
三
十
日
（
日
）

午
後
一
時
半
開
演
予
定

場
所

ア
ク
リ
エ
ひ
め
じ
大
ホ
ー
ル

住
職
が
所
属
し
て
お
り
ま
す
、「
真
宗
文
化
研
究
会
」
（
事
務
局
亀
山

本
徳
寺
）
が
三
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
記
念
で
、
来
年
ア
ク
リ
エ
ひ

め
じ
大
ホ
ー
ル
に
て
、
法
要
等
の
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。
近
づ
き
ま
し

た
ら
皆
様
に
宣
伝
し
ま
す
。
ア
ク
リ
エ
ひ
め
じ
大
ホ
ー
ル
で
の
法
要
で

す
。
雅
楽
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。

善
養
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

検
索
姫
路

善
養
寺

善
養
寺
Ｈ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
→


